
「第二期下野市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の概要

（ア）いきいき暮らせる健康づくり・福祉づくり
　　①いきいき暮らせる健康づくり
　　②高齢者が元気で暮らせる体制づくり
　　③障がい者（児）とともに生きる環境づくり
　　④誰もが安心して暮らせるまちづくり
（イ）生涯にわたって学習できる環境づくり
　　①将来を担う人づくり
　　②生涯にわたり学べる機会づくり
　　③市民総スポーツ”ひとり１スポーツ”の環境づくり
　　④文化芸術と文化遺産による豊かな生活環境づくり
（ウ）安全・安心・快適な環境づくり
　　①安全・安心な生活環境づくり
　　②快適に暮らせる環境づくり
　　③協働のまちづくりの体制づくり
　　④健全な行財政運営の仕組づくり

（ア）心身ともに子どもを健やかに産み育てる環境整備
　　①妊娠・出産への支援
　　②子どもや母親の健康の確保
　　③育児不安の軽減と虐待防止への支援
　　④思春期の心身の健康づくり
　　⑤豊かな子どもを育む地域力の向上
（イ）すべての子育て家庭を応援する体制の充実
　　①教育・保育及び子育て支援事業の充実
　　②子育てに関する情報・相談・交流の充実
　　③ワーク・ライフ・バランスの実現に向けた支援
　　④社会的擁護を必要とする家庭への支援
（ウ）多様な「出会い」の支援

（ア）「住んでみたい」（移住）「住み続けたい」（定住）を促す取組の推進
　　①土地利用の推進
　　②住環境の整備
　　③公園・緑地・交通環境の整備、上下水道事業の推進
　  ④移住希望者への積極的な情報発信と移住相談の充実
（イ）魅力あふれる『観光まちづくり』
（ウ）シティプロモーションの推進と関係人口の創出・拡大

（ア）商工業による躍進するまちづくり
　　①商工業の基盤強化・活性化
　　②新たな産業の誘致・育成
　　③雇用・就業機会の拡充
（イ）地域の特性を活かした農業・農村づくり
　　①都市近郊型農業の推進
　　②農業経営の改善
　　③農業生産基盤の整備

■健康マイレージ参加者数：４５２人→５１０人
■地域ふれあいサロンの設置数：４０か所→７５か所
■認知症サポーター数：７，８８１人→１２，０００人
■就労系サービス利用者数：１４２人/月→１７０人/月
■低所得者への自立に向けた支援（自立促進）数：１４世帯→２０世帯
■学ぶ意欲と自己有用感の評価点（小学校）：３．２３→３．２５
■学ぶ意欲と自己有用感の評価点（中学校）：３．０７→３．１０
■講座・講演会の年間受講者数：９，３５０人→９，７００人
■スポーツ施設の利用者数：６３万７千人→６５万５千人
■グリムの森・グリムの館の来園者数：１５７，５２３人→１６７，６００人
■下野薬師寺歴史館・しもつけ風土記の丘資料館入館者数：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０，５００人→３２，０００人
■下野薬師寺歴史館・しもつけ風土記の丘資料館ボランティア会員数：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５人→８５人
■自主防災組織設置数：８組織→１５組織
■デマンドバス利用者数：２２，４０１人→２９，１００人
■１市２町広域連携バス乗降者数：－→２１，０００人
■市民活動補助事業から自立し自主事業に移行した団体数：２３団体→３３団体
■市ホームページアクセス数：１０８万件→１１１万件
■共同連携事業数：７１事業→７７事業

■両親学級参加率：５９．３％→６０．０％
■不妊治療助成件数：１１９件→１１９件
■産後ケアサービス提供施設数：－→６施設
■放課後児童クラブ待機児童数：０人→０人
■保育所等待機児童数：３人→０人
■児童館利用者数：３０，０４６人→３２，０００人

■移住相談件数：３９件→１００件
■土地区画整理事業整備面積（全体面積502.7ｈａ）：４７７．８ｈａ→５０２．７ｈａ
■新規住宅取得者家庭菜園整備及び定住促進住宅新築等補助件数：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延３０件→延８０件
■永住促進保留地等購入補助件数：０件→５件
■空き家バンク登録件数：８件→延３５件
■住民１人当たり都市公園面積：１５．６５㎡→１７．００㎡
■下野市観光協会ＨＰアクセス数：３３万６千件→３６万６千件
■道の駅しもつけ利用者数：２１５万人→２５０万人
■関係人口関連事業へのイベント参加者数：－→２００人
■シティプロモーションサイトのアクセス数：２７，６００件→３０，６００件

■制度融資新規活用件数：１６３件→２００件
■空き店舗奨励金等活用件数：４件→延１５件
■雇用奨励金活用件数：７件→延２０件
■創業資金利用件数：３件→延２０件
■市内農産物直売所の販売額：９億円→１１億円
■地域の担い手となる認定農業者数：２９０人→３００人
■新規就農者数：９人→１２人
■担い手への農地集積率：５０％→６０％

※数値については、（基準値）→（令和６年度目標値）を記載

計画期間（令和２年度～令和６年度）　　　　

具体的な施策

①魅力的で安定した雇用を創出する

　商業・工業・農業振興に取り組み、雇用の維持を図るとともに、
新たな雇用の創出により若年世代の定住を促進する

【数値目標】
生産年齢人口の割合
　　★６２．７％→６０．８％
市内事業所における従業者数
　　★２４，２９５人→２４，４８５人

※★の数値については、
　（基準値）→（令和６年度目標値）を記載

基本目標・数値目標 重要業績評価指標（ＫＰＩ）

②東京圏からの新しいひとの流れをつくる

　本市の魅力を市内外に積極的に発信するシティプロモーション
を推進するとともに、豊かな地域資源を活かした観光の振興、関
係人口の創出・拡大、市民が快適に生活でき人と人との交流が
盛んとなるコンパクトシティの形成を図る

【数値目標】
転入者数
　　★２，３３９人→２，５７２人
東京圏からの転入者数
　　★４６８人→５１４人
観光入込客数
　　★２３１万人→２７１万人

④安心なくらしを守り幸せを実感できるまちをつくる

市民が健康で笑顔あふれる生活を送れるための保健福祉の
充実、全ての世代でいきいきと活動できる教育文化の振興、安
全・安心に暮らせる生活環境の向上の取組を推進するとともに、
市民自らがまちの活力を創出していく市民協働の取組を推進す
る

【数値目標】
幸せだと感じている市民の割合
　　★７７．０％→８０．０％
住みやすいと感じる市民の割合
　　★８６．７％→９０．０％

③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる

　教育・保育及び子育て支援事業の充実、ワーク・ライフ・バランスの
実現に向けた支援、社会的擁護を必要とする家庭への支援など、関
係機関と連携を図りながらハード・ソフト両面を推進することで、誰もが
活躍できる地域社会の構築に向けた取組を推進する

【数値目標】
下野市で今後も子育てをしていきたいと思う保護者の割合
　　★９６．３％→９７．０％
出生数
　　★４０３人→４５３人
婚姻件数
　　★２３５件→２６０件


